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村の木：シラカバ 村の花：ムラサキヤシオ

AKAIGAWA

広　報

人と自然が育む美しい村

～やすらぎと潤いのふるさとをめざして～

都小学校学習発表会／2023年10月21日
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こ
の
冬
の
除
雪
計
画

　

村
で
は
村
道
55
．
８
㎞
と
主
要
公
共
施
設
29
箇
所
の
除
雪
を
本
年
度

も
行
い
ま
す
。

　

国
道
は
３
９
３
号
、
道
道
は
余
市
赤
井
川
線
と
仁
木
赤
井
川
線
が
前

年
同
様
に
行
わ
れ
ま
す
。

道路名 除雪路線及び除雪期間 延長 期間 除雪相談・連絡先

国　道

３９３号
◇小樽市国道５号を起点に樺
　立トンネルまで

42.7㎞
自 5.11.１
至 6.3.31

（降雪時随時）

小樽開発建設部小樽道路
事務所第２工務課
℡ 0134-22-9116

◇樺立トンネルから倶知安町
　国道２７６号まで 15.7㎞

小樽開発建設部倶知安
開発事務所工務課
℡ 0136-22-0133

道　道

余市赤井川線
◇余市町国道５号を起点に赤
　井川村字都、明治入口まで

13.2㎞
自 5.11.1
至 6.3.31

小樽建設管理部事業室事
業課施設保全室
℡ 0134-54-7670

仁木赤井川線
◇仁木町国道５号を起点に赤
　井川村字都、都郵便局まで

13.3㎞
小樽建設管理部余市出張
所施設保全室
℡ 0135-23-2196

村　道
59路線
◇下記に記載
　ご不明な点は役場建設課土
　木係にご確認ください。

55.8㎞ 自 5.11.1
至 6.3.31

赤井川村役場
建設課土木係
℡ 0135-34-6211（代表）
　 0135-48-6275（直通）

村道等除雪路線
今年度の村道等除雪路線は下記のとおりです。

除雪箇所図
〈赤井川地区〉

〈都地区〉

〈赤井川市街地区〉

〈落合・常盤地区〉

除雪計画
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雪捨て場案内
〇開設期間　令和６年１月13日～３月24日（土・日に限る）
〇開設時間　９時～15時

除雪事業推進のための住民協力のお願い
★道路及び歩道上に除雪の妨げとなる障害物を出さないでください。
★除雪道路及び歩道への雪の投棄、押し出しを禁止します。
★歩道への屋根雪の投棄を禁止します。
★歩道除雪後は、車道を歩かないで歩道を歩きましょう。
★除雪・排雪時には、作業車輌に近寄らないでください。
★除雪の妨げとなる路上駐車はやめましょう。
★一人一人がルールとマナーを守り、冬の暮らしを安全・快適に過ごしましょう。

協
力
し
合
っ
て

協
力
し
合
っ
て

快
適
な
冬
の
暮
ら
し
を

快
適
な
冬
の
暮
ら
し
を

雪捨て場位置図（赤井川地区） 雪捨て場位置図（都地区）
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予　備　費 102.7万円
0.0万円 （0.0%）

公　債　費 24,296.2万円
12,094.9万円 （49.8%）

教　育　費 21,969.8万円
10,025.3万円 （45.6%）

消　防　費 16,488.5万円
7,824.0万円 （47.5%）

土　木　費 37,696.0万円
8,999.2万円 （23.9%）

歳　出　合　計 294,006.7万円
113,395.9万円 （38.6%）

商　工　費 19,194.4万円
7,342.0万円 （38.3%）

農林水産業費 18,116.6万円
4,952.9万円 （27.3%）

衛　生　費 36,446.1万円
16,403.9万円 （45.0%）

民　生　費 36,037.8万円
16,652.6万円 （46.2%）

総　務　費 77,694.8万円
25,770.2万円 （33.2%）

議　会　費 4,832.1万円
2,289.2万円 （47.4%）

村　　　債 29,051.0万円
0.0万円 （0.0%）

諸　収　入 7,749.8万円
2,722.0万円 （35.1%）

繰　入　金 13,090.8万円
0.0万円 （0.0%）

寄　附　金 30,010.2万円
10,398.8万円 （34.7%）

財 産 収 入 968.9万円
315.3万円 （32.5%）

道 支 出 金 9,622.2万円
1,157.0万円 （12.0%）

国庫支出金 33,713.4万円
2,831.9万円 （8.4%）

使用料及び手数料 3,243.8万円
1,274.9万円 （39.3%）

分担金及び負担金 739.5万円
48.0万円 （6.5%）

歳　入　合　計 294,006.7万円
121,601.0万円 （41.4%）

交通安全対策特別交付金 0.1万円
0.0万円 （0.0%）

自動車取得税交付金 300.0万円
126.8万円 （42.3%）

法人事業税交付金 242.6万円
155.2万円 （64.0%）

株式等譲渡所得割交付金 32.0万円
0.0万円 （0.0%）

配当割交付金 30.0万円
7.3万円 （24.3%）

利子割交付金 6.3万円
1.8万円 （28.6%）

地方譲与税 4,421.8万円
1,394.2万円 （31.5%）

村　　　税 34,143.8万円
12,764.9万円 （37.4%）

　予算現額に対する執行状況は、歳入が12億1,601万円（対前年比307万円減）、歳入率は
41.4％（前年同期43.0％）で、その内訳は次のとおりです。◆歳　入�

◆歳　出

　　　令和５年度９月末現在
　　　一般会計予算総額29億4,006万円の執行状況

　上半期の歳出は11億3,395.9万円（対前年比3,150.1万円増）、歳出率38.6％（前年同期39.1％）
その内訳は次のとおりです。

　   財政状況の公表�

地方消費税交付金 2,700.0万円
1,826.3万円 （67.6%）

地方交付税 115,806.9万円
78,443.0万円 （67.7%）

繰　越　金 8,094.6万円
8,094.6万円 （100.0%）

災害復旧費 1,131.7万円
1,041.7万円 （92.0%）

地方特例交付金 39.0万円
39.0万円 （100.0%）
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歳　出 11,566.5万円
3,018.1万円 （26.1%）

歳　出 11,430.8万円
3,106.1万円 （27.2%）

歳　出 1,923.0万円
562.0万円 （29.2%）

◆特別会計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

　４つの特別会計を併せた予算執行状況は、歳入率48.0％（前年同期45.0％）、歳出率は31.3
％（前年同期36.1％）となっています。

歳　入 1,923.0万円
1,026.0万円 （53.4%）

歳　入 4,624.0万円
3,158.8万円 （68.3%）

歳　入 11,430.8万円
5,475.2万円 （47.9%）

歳　入 11,566.5万円
4,523.5万円 （39.1%）

歳　出 4,624.0万円
2,555.1万円 （55.3%）

　２ヶ月間週２回のペースで小樽の教室に通い、先日ついに介護職員初任者研修に
合格しました。簡単に取れると聞いていたのですが、なかなか大変な研修内容でし
た。習ったことを忘れないように、家に帰ってから相方に協力してもらって「オムツ交
換」や「着替え」の練習をしたりしながら、雪の降り出す前に修了試験に合格できて
ホッとしています。
　「おでかけアシストサービス」や「通院送迎サービス」では高齢者の方の利用が多
いので、サポートする人間の「立ち位置」や「ボディメカニクスを利用した介助」など、
日常の業務の質を向上させるために必要不可欠な知識を多く研修で介護を学べたの
と同時に、社会福祉協議会に隣接しているデイサービスのスタッフの方々の動きや声
かけが基本に沿ったものであることが分かるようになり、関心を持てば日 ど々こにい
ても勉強になるものだと思いました。
　介護職員初任者研修ではケアマネージメントのさわりまで学べたので、毎日の送迎
サービスを通して気づいた利用者さんのその時々の様子の変化や会話の端々で気づ
いたことを、同じ利用者さんの担当であるケアマネージャーと共有することで、今後
はより細やかなサービスやプランの作成に繋げてゆけるのではないかと考えています。

地域おこし協力隊　活動報告日誌
　No.７　地域おこし協力隊　加藤　崇規

　赤井川村は農家が多いからでしょうか、逞しい高齢者の方が多い印象だったのですが、介護の研修セ
ンターで教えていただいた先生のひとりは83歳の女性で、その先生とチームを組んで訪問介護サービスを
している人は94歳とのことでした。
　世の中は広い、そして人生は長い、と頭が下がることばかりです。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
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を
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る
方
は
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を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
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習
（
30
分
）

　

12
月
４
日
（
月
）
15
時
30
分

　

12
月
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日
（
金
）
14
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

12
月
22
日
（
金
）
13
時

■
違
反
運
転
者
講
習（
２
時
間
）

　

12
月
４
日
（
月
）
13
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　

12
月
４
日
（
月
）
13
時

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
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上
、
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察
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で
更
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き
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、
受
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。

※
「
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良
運
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は
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み
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回
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転
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、
そ
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外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

運
転
免
許
更
新
時
講
習

■年末年始の施設別休務期間
施設名 12月28日 12月29日 12月30日 12月31日 1月1日～3日 1月４日 1月5～8日 1月9日

役場、健康支援センター 御用納め 御用始め

赤井川診療所 午後から
休診

生活改善センター
体育館
むらバス
一般廃棄物最終処分場
ごみの収集 12月31日までは、通常どおりゴミの収集

を行います。
1月４日からは、通常どおりゴミ
の収集を行います。

年
末
年
始
休
務
の
お
知
ら
せ

※灰色の部分は休務日です。
※し尿収集業務は12月30日（土）～１月８日（月）までお休みです。
　赤井川村の年内のし尿回収は配布しているカレンダーのとおりです。
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　10月21日（土）「令和５年度都小学校学習発表会、もちつき集会」
が実施されました。
　全校児童によるカルデラ太鼓の演奏で開幕し、一輪車や縄跳び、
全校合唱、低中高学年ごとに劇やダンス音楽を発表しました。カル
デラ太鼓の演奏は15人とは思えないほど力強く、子供たちがこの日
のためにたくさん練習を重ねたことが感じられました。学習発表会
の最後は、６年生による「閉会の言葉」で閉幕となりました。
　その後、「もちつき集会」が行われました。保護者や地域の方々
の協力のもと、子供たちは力一杯餅をつき、つきたての餅をお雑煮
などにしてとても美味しそうに頬張っていました。
　学習発表会では子供たちの頑張りが光り、もちつき集会では子
供たち、保護者、地域の方が一緒になって楽しい時間を過ごしてい
ました。

赤井川小学校学習発表会
2023.10.22　赤井川小学校

　10月22日（日）に、赤井川小学校の学習発表会が実施されました。
　４年ぶりに来場者制限をしない開催となり、１００名を超える観
客が訪れました。
　第一部では体育館にて器楽合奏や朗読劇、ダンスを披露した子
供たち。
　メダカやザリガニに扮した可愛い１・２年生。スタイリッシュな群
読が印象的だった３・４年生。全校児童で歌い上げた「翼をくださ
い」、一輪車や縄跳びパフォーマンスを取り入れた５・６年生のアク
ロバティックなダンスは、喝采を浴びていました。
　個人発表がメインとなる第二部では、一人一人がこの日のために
調べ、練習を積んできたプレゼンテーションが行われ、タブレット
端末を活用したり、自作のポップを利用したりと、意欲的に表現す
る姿が見られました。
　「うんうん」「なるほど」と聴き入ってくれるお客さんに、はじめは
緊張していた子供たちも最後には満足げな様子でした。
　実りの多い発表会となりました。

北海道原子力防災訓練
2023.10.25　赤井川村内

　10月25日（水）に、国及び北海道並びに赤井川村を含む後志管
内13町村が主催する北海道原子力防災訓練を行いました。
　村内では防災無線・消防広報車両による広報訓練、各施設・団
体への通信訓練、モニタリングポストの設置や緊急時環境モニタリ
ング訓練を実施しました。
　原子力防災訓練は、来年度以降も毎年実施されますので、引き
続きご協力をよろしくお願いいたします。

都小学校学習発表会・もちつき集会
2023.10.21　都小学校
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Topics

　10月25日（水）、第３回赤井川村立小学校適正配置検討委員会
を開催しました。
　第３回目となる今回は、教育委員会から下記の２点についての説
明がありました。
〇村立小学校を１校に集約する時間的経過について
〇教育課程の編成について
　その後、３つのグループに分かれ、①村立小学校を１校に集約
する方法について、②村立小学校を１校に集約する時期についての
協議を行いました。協議の結果については下記のとおりとなりました。
①「１校を廃して、１校に集約する」②「遅くても令和７年度末まで」
　次回の開催日程は、11月29日（水）を予定しており、統合する形
態について更に協議を行い、検討課題の整理をしていきます。

カボチャランタン作り
2023.10.26　村体育館

　10月26日（木）、村体育館にてカボチャランタン作りを実施し、34
名の参加がありました。今年もたくさんの素敵なランタンが出来上
がりました。
　初めて参加した方、毎年参加していただいている方、みんなで楽
しくランタン作りを行いました。
　ランタンは、27日（金）～29日（日）に開催した「第53回赤井川村
文化祭」にて展示しました。

令和５年度赤井川村文化祭
2023.10.27～29　村体育館

　10月27日（金）から10月29日（日）までの３日間、村体育館におい
て第53回赤井川村文化祭を開催しました。
　会場には保育所や小中学校、一般の方々からもたくさんの作品の
出展がありました。どの作品も素晴らしく、見ごたえのある展示に
なりました。今年は、３日間で計４０９名の方に足を運んでいただ
きました。
　今年は、４年ぶりにステージ発表があり、出演者の皆さんはとて
も気合が入っていました。また、多くの方が見に来られ、とても盛
り上がりました。

赤井川中学校１日防災学校
2023.11.1　赤井川中学校

　11月１日（水）、赤井川中学校で１日防災学校が実施されました。
　今年は、避難所運営ゲーム北海道版（通称：Doはぐ）を行いました。
講師に「Doはぐの研修」を受けた役場の防災担当者を招き、５つ
の班に分かれ、講師から示された状況をもとに避難所の運営につ
いて話し合ってもらいました。
　生徒たちは、北海道ならではの気象条件などの状況下で様々な
状態を抱えた避難者のカードをどのように配置し、より良い避難所
にしたらよいかグループ内で意見を出し合っていました。
　最後は、講師の解説で終了しました。
　生徒たちからは、「とても難しかった」、「ふだん学べないことを
学べた」などの感想がありました。
　災害はいつ起こるかわかりません、「もしものとき」には、今回学
んだことを生かしてほしいと思います。

　１日目には、文化伝承教室を実施しました。今回は千歯扱き（せんばこき）（千扱・せんこき）と箕を用いて、稲
穂から籾を扱き取る体験を行いました。今回の体験学習を通じて、児童たちは先人の苦労を知る機会となりました。
　出品していただいた皆さま、体験学習の講師の方、準備・後片付けにご協力いただいた皆さま、ありがとうご
ざいました。
　来年も、たくさんの方々の出品・出演をお待ちしております。

第３回赤井川村立小学校適正配置検討委員会
2023.10.25　赤井川村役場
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左
記
の
と
お
り
、

第
５
期
の
集
合
徴
収
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

12
月
25
日
（
月
）

　

14
時
～
15
時

◆
対
象
地
区

　

都
・
曲
川
・
明
治
・
落
合
・

　

常
盤
地
区

◆
場
所　

都
住
民
セ
ン
タ
ー

※
対
象
地
区
以
外
の
方
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

※
税
以
外
の
公
共
料
金
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

　

集
合
徴
収
を
ご
利
用
予
定
の

方
で
開
場
時
間
中
に
来
場
が
困

難
な
場
合
は
、
当
日
午
前
10
時

ま
で
に
住
民
課
税
務
係
ま
で
ご

連
絡
頂
け
ま
し
た
ら
、
開
場
時

間
外
で
の
戸
別
訪
問
に
よ
り
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

村
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
の
対
象
と
な
ら
な
い

軽
・
中
等
度
の
難
聴
を
も
つ
高

齢
の
方
へ
、
補
聴
器
の
購
入
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

◇
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る

　

方
が
対
象
で
す
。

〇
赤
井
川
村
に
住
所
を
有
し
、

　

現
に
居
住
し
て
い
る
。

Topics

〇
申
請
日
に
満
65
歳
以
上
で
あ

　

る
。

〇
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の

　

対
象
と
な
ら
な
い
。

〇
補
聴
器
を
こ
れ
か
ら
新
し
く

　

購
入
す
る
。

※
必
ず
購
入
前
に
申
請
し
て
く

　

だ
さ
い
。

【
手
続
き
の
流
れ
】

１
．
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
に
申

　

請
書
を
出
し
ま
す
。

　

①
印
鑑
、
②
購
入
す
る
補
聴

の
「
見
積
書
」
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

２
．
決
定
と
な
っ
た
ら
、
補
聴

　

器
を
買
い
ま
す
。

　

役
場
か
ら
通
知
書
が
届
い
た

ら
、
補
聴
器
を
買
い
ま
す
。

　

必
ず
「
領
収
書
」
を
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。

３
．
買
っ
た
あ
と
は
、
も
う
い
ち

　

ど
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

①
印
鑑
、
②
購
入
し
た
補
聴

器
の
「
領
収
書
」
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

４
．
お
振
り
込
み

　

手
続
き
を
し
て
か
ら
、
１
ヶ

月
ほ
ど
で
助
成
金
が
振
り
込
ま

れ
ま
す
。

　

お
手
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

窓
口
ま
た
は
左
記
の
担
当
ま
で

お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

村
税
等
の
集
合
徴
収

の
お
知
ら
せ

補
聴
器
の
購
入
助
成
金

赤井川へき地保育所生活発表会
2023.11.11　健康支援センター

　寒くなってもなんのその、子供たちは小さな体をめいっぱいに動
かし、劇や歌を元気いっぱいに披露！日頃、練習に取り組んできた
成果が発揮された素敵な発表会となりました。観覧に来られた保
護者の方々も、子供たちの自分らしく表現する姿に、この１年の成
長を感じていただけたのではないでしょうか。子供たちの笑顔あふ
れる思い出の発表会でした。

　

赤
井
川
村
商
工
会
女
性
部
の

主
催
す
る
村
民
参
加
型
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
「
か
る
で
ら
マ
ル

シ
ェ
」の
活
動
内
容
が
地
域（
ま

ち
）
づ
く
り
顕
彰
の
評
価
を
受

け
、
10
月
に
静
岡
県
に
て
開
催

さ
れ
た
全
国
大
会
に
て
顕
彰
状

と
記
念
の
盾
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

か
る
で
ら
マ
ル
シ
ェ
は
不
用

品
の
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
し
、
そ
の
販
売
で
得
た
事
業

収
入
を
赤
井
川
中
学
校
３
年
生

に
贈
る
卒
業
記
念
品
の
購
入
資

金
に
充
て
る
と
い
う
一
連
の
活

動
内
容
が
豊
か
な
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
積
極
的
に
社
会
貢
献

に
参
加
し
て
い
る
と
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

　

か
る
で
ら
マ
ル
シ
ェ
は
今
年

３
年
目
と
な
り
、
12
月
10
日

（
日
）
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

か
る
で
ら
マ
ル
シ
ェ

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

■
日
時

　

12
月
20
日
（
水
）

　

13
時
～
16
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

　

自
衛
官
候
補
生
・
陸
上
自
衛

隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

当
事
務
所
で
は
、
説
明
会
を

随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　
℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

自
衛
官
募
集
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札幌管区気象台によると、11月から１月にかけて
は寒気の影響を受けにくく、暖冬傾向となる見込
みです。

　

例
年
、
12
月
・
１
月
は
事
故

や
疾
患
が
増
え
る
傾
向
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
年
末

年
始
は
多
く
の
医
療
機
関
が
休

み
と
な
る
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。

①
餅
が
の
ど
に
詰
ま
る

　

特
に
正
月
三
が
日
を
中
心
に
、

餅
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
た
こ
と

に
よ
る
窒
息
が
多
く
な
り
ま
す
。

高
齢
者
特
有
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら

大
人
ま
で
起
こ
り
う
る
こ
と
で

す
。
餅
を
食
べ
る
と
き
は
食
べ

や
す
い
大
き
さ
に
小
さ
く
切
り
、

お
茶
や
汁
物
と
一
緒
に
飲
む
な

ど
し
て
喉
を
う
る
お
し
て
か
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
よ
く
噛
ん
で
飲
み

込
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

　

気
温
の
変
化
に
よ
っ
て
血
圧

が
上
下
し
、
心
臓
や
血
管
の
疾

患
が
起
こ
る
こ
と
を
ヒ
ー
ト
シ

ョ
ッ
ク
と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、

暖
房
の
つ
い
た
居
間
か
ら
寒
い

脱
衣
所
・
浴
室
へ
移
動
す
る
と

血
管
が
縮
ん
で
血
圧
が
上
昇
し

ま
す
。
そ
の
後
浴
槽
に
入
る
と
、

急
に
身
体
が
温
ま
る
た
め
血
圧

が
下
降
し
ま
す
。
血
圧
の
変
動

に
よ
り
脳
卒
中
を
起
こ
し
て
意

識
を
失
っ
た
こ
と
な
ど
が
原
因

で
溺
水
事
故
が
起
こ
り
や
す
い

時
季
で
す
。
入
浴
前
に
脱
衣
所

や
浴
室
を
温
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
入
浴
す
る
前
に
、
同
居
者

に
ひ
と
声
か
け
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
す
。

③
一
酸
化
炭
素
中
毒

　

部
屋
を
閉
め
切
り
が
ち
な
冬

は
、
換
気
が
不
十
分
な
中
で
の

ガ
ス
機
器
や
石
油
機
器
な
ど
の

多
用
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒

に
注
意
が
必
要
で
す
。
予
防
の

た
め
、
定
期
的
に
喚
起
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
大
掃
除
な
ど
に
よ
る
転
倒

　

や
ぎ
っ
く
り
腰

　

年
末
の
大
掃
除
中
に
、
脚
立

な
ど
の
高
い
場
所
か
ら
転
落
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
い
場
所
を
掃
除
す
る
と
き
は

安
定
し
た
足
場
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
拭
き
掃
除
後
の
床

な
ど
濡
れ
て
い
る
と
滑
り
や
す

い
の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

　

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
明

確
な
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
０
．

０
２
～
０
．
１
％
程
度
は
「
ほ

ろ
酔
い
」
と
呼
ば
れ
る
リ
ラ
ッ

ク
ス
状
態
で
す
。
０
．
3
％
を

超
え
る
と
泥
酔
期
と
呼
ば
れ
る

朦
朧
状
態
に
な
り
、
０
．
４
％

を
超
え
る
と
昏
睡
期
と
い
う
生

命
に
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
状
態
に
な
り
ま
す
。

若
年
者
・
女
性
・
高
齢
者
・
赤

型
体
質
（
飲
酒
後
に
顔
の
赤
く

な
る
体
質
）
の
人
は
、
ア
ル
コ

ー
ル
の
分
解
が
遅
い
傾
向
が
あ

る
た
め
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
忘

年
会
や
新
年
会
な
ど
お
酒
を
飲

む
機
会
が
増
え
る
時
期
で
す
が
、

飲
み
す
ぎ
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

年
末
年
始
は
普
段
と
違
う
食

生
活
に
な
り
が
ち
で
す
。
事
故

や
疾
患
に
気
を
付
け
て
、
楽
し

く
年
末
年
始
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

　

12
月
12
日
（
火
）
14
時
か

ら
、
生
後
11
か
月
か
ら
４
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
歯
科

健
診
・
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施
し

ま
す
。
11
月
に
お
知
ら
せ
を
郵

送
し
て
お
り
ま
す
が
、
利
用

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
健
康

支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡
３
５

－

２
０
５
０
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
54
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま

れ
た
男
性
の
方
は
風
疹
の
定
期

予
防
接
種
の
対
象
者
で
す
（
平

成
31
年
２
月
予
防
接
種
法
施
行

令
改
正
）。

　

対
象
の
方
に
は
無
料
で
抗
体

検
査
や
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵

送
し
て
お
り
ま
す
。
表
記
の
有

効
期
限
に
関
わ
ら
ず
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
検
査

及
び
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
さ
れ
た

方
は
再
発
行
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ

た
方
は
お
持
ち
の
ク
ー
ポ
ン
券

を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
い
ず
れ

も
改
め
て
発
行
し
ま
す
の
で
保

健
福
祉
課
保
健
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
保
健
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

成
人
に
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
成
人
式
に
ご
案
内
を
予

定
し
て
い
る
方
は
、
平
成
15
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

『
村
内
に
住
所
が
あ
る
方
』
又

は
『
赤
井
川
中
学
校
卒
業
生
の

方
々
』
で
す
。

　

成
人
式
は
令
和
６
年
１
月
７

日
（
日
）
11
時
よ
り
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
に
て
執
り
行
い
ま
す
。

詳
細
は
対
象
者
宛
に
別
途
ご
案

内
い
た
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

年
末
年
始
に
要
注
意

12
月
12
日
フ
ッ
素
塗
布

成
人
の
風
し
ん

抗
体
検
査
に
つ
い
て

成
人
式
の
お
知
ら
せ
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10
月
１
日
よ
り
、
主
任
児
童

委
員
の
う
ち
１
名
の
方
が
新
た

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」

は
、
国
か
ら
依
頼
さ
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。
村
に
暮
ら
す

皆
さ
ん
に
寄
り
そ
っ
て
相
談
を

お
受
け
し
、
支
え
て
く
れ
る
人

や
場
所
を
紹
介
す
る
「
つ
な
ぎ

役
」
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
「
主
任
児
童
委

員
」
は
、
子
ど
も
か
ら
の
相
談
、

子
育
て
の
相
談
を
お
受
け
す
る

こ
と
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

○
主
任
児
童
委
員（
全
村
担
当
）

　

小
林　

美
香
（
新
任
）

　

佐
藤　
　

環
（
退
任
）

　

こ
れ
か
ら
の
任
期
の
間
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
退
任
の
佐
藤
委
員
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
北
海
道
知

事
か
ら
の
感
謝
状
を
村
長
よ
り

お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
３
年
10
ヶ
月
間
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
」
で
は
、
令
和
６
年
度

の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

障
が
い
の
あ
る
求
職
者

■
訓
練
科
目

　

建
築
デ
ザ
イ
ン
科
・
Ｃ
Ａ
Ｄ

　

機
械
科
・
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
・

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
・
総
合

　

実
務
科

■
願
書
受
付
期
間

　

第
１
回　

11
月
20
日
（
月
）～

　
　
　
　
　

１
月
11
日
（
木
）

　

第
２
回　

１
月
12
日
（
金
）～

　
　
　
　
　

２
月
19
日
（
月
）

　

第
３
回　

２
月
20
日
（
火
）～

　
　
　
　
　

３
月
28
日
（
木
）

※
選
考
の
結
果
、
募
集
定
員
に

　

達
し
た
訓
練
科
に
つ
い
て
は
、

　

応
募
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

■
選
考
試
験
日

　

第
１
回　

１
月
26
日
（
金
）

　

第
２
回　

３
月
４
日
（
月
）

　

第
３
回　

４
月
４
日
（
木
）

■
選
考
場
所

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

　

発
校

　

砂
川
市
焼
山
六
十
番
地

■
試
験
内
容

　

学
力
試
験
（
国
語
、
数
学
）、

　

面
接
試
験

■
お
問
い
合
わ
せ

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
又

　

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

○
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

　

発
校

　
℡
０
１
２
５

－

５
２

－

２
７
７
４

　

ＦＡＸ
０
１
２
５

－

５
２

－

９
１
７
７

新
し
い
主
任
児
童

委
員
の
お
知
ら
せ

国民年金保険料は、退職（失業）による特例免除があります
　国民年金には保険料納付が困難な方で本人、配偶者、世帯主の前年度の所得が一定額以下の方が申請するこ
とで、国民年金の保険料が免除される制度があります。（一部納付制度もありますが、この場合は保険料の一部
を納付しなければ未納期間となります。）
　ただし、失業、倒産、事業の廃止（※１）、天災などが原因で所得が無くなったことにより国民年金の保険料
が納付できない方は、その事実が確認できる公的機関の証明書等（※２）の写しを添付していただくと、その方
の前年度所得は審査対象外となります。
※１免除を申請する日の属する年度またはその前年度に失業（離職）された方が対象です。
※２「雇用保険受給資格者証」「雇用保険被保険者離職票」「離職者支援資金の貸付決定通知」など

　申請はお住いの市（区）町村の国民年金担当窓口及び年金事務所で行ってください。なお、申請の際には公的
機関の証明書のほかに、年金手帳または基礎年金番号のわかるものが必要です。
※令和元年10月30日からは、マイナンバーによる行政機関間の情報連携の仕組みを活用し、審査に必要な住民
　票情報及び所得情報を確認します。
　詳しくは、小樽年金事務所（電話0134-65-5003）までお問い合わせください。

年金だより

申請者（本人）の前年度所得 配偶者の前年度所得 世帯主の前年度所得

一般の免除申請 審査対象 審査対象 審査対象
申請者（本人）が失業したことによる特例申請 審査対象外 審査対象 審査対象
※配偶者または世帯主が失業した場合にもそれぞれ所得審査対象外となります。

○
猛
ふ
ぶ
き
の
と
き
は
、外

　

出
を
控
え
る
こ
と
が
一
番

　

で
す

　

北
海
道
で
は
、
冬
に
猛
ふ
ぶ

き
に
よ
る
災
害
が
繰
り
返
し
発

生
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
晴
天

か
ら
猛
ふ
ぶ
き
へ
と
天
気
が
急

変
し
た
時
に
被
害
が
起
き
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

気
象
台
で
は
、
猛
ふ
ぶ
き
に

よ
る
重
大
な
災
害
が
予
想
さ
れ

る
場
合
は
、「
暴
風
雪
警
報
」

や
「
暴
風
雪
に
関
す
る
気
象
情

報
」
を
発
表
し
ま
す
。
そ
し
て
、

命
に
係
わ
る
よ
う
な
危
険
な
状

況
が
迫
っ
て
き
た
と
き
は
「
数

年
に
一
度
の
猛
ふ
ぶ
き
」「
外

出
を
控
え
て
下
さ
い
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
た
気
象
情

報
を
発
表
し
ま
す
。

　

今
、
晴
れ
て
い
て
も
安
心
せ

ず
に
気
象
情
報
を
確
認
し
て
、

猛
ふ
ぶ
き
が
予
想
さ
れ
て
い
る

と
き
に
は
、
外
出
は
控
え
る
と

と
も
に
、
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ

ジ
オ
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ

の
準
備
な
ど
停
電
に
も
備
え
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

○
札
幌
管
区
気
象
台
天
気
相
談
所

　

℡
０
１
１

－

６
１
１

－

０
１
７
０

で
き
て
い
ま
す
か

猛
ふ
ぶ
き
へ
の「
備
え
」

健康支援センターだより

令
和
６
年
度
の
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す

10広報あかいがわ　2023.12.1

健康支援センターだより
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余市警察署赤井川駐在所　　℡ 34-6110
北後志消防組合赤井川支署　℡ 34-6033

○
ま
ず
は
自
分
で
で
き
る
点

　

検
を

①
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を

　

干
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

②
本
体
か
ら
変
な
臭
い
は
し
て

　

い
ま
せ
ん
か
？

③
給
排
気
筒
が
ゴ
ミ
や
雪
な
ど

　

で
詰
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

④
給
排
気
筒
が
外
れ
て
い
ま
せ

　

ん
か
？

⑤
ゴ
ム
製
送
油
管
が
古
く
な
り

　

ひ
び
割
れ
な
ど
が
入
っ
て
い

　

た
り
、接
続
部
の
油
漏
れ
は

　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

※
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思

　

っ
た
ら
、お
買
い
上
げ
の
販

　

売
店
ま
た
は
専
門
業
者
の
方

　

に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

コ
ン
セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ
の

隙
間
に
ホ
コ
リ
が
溜
ま
り
、
そ

の
ホ
コ
リ
が
空
気
中
の
湿
気
を

吸
収
す
る
こ
と
で
、漏
電
し
発

火
す
る
現
象
の
こ
と
を
ト
ラ

ッ
キ
ン
グ
現
象
と
い
い
、
冷
蔵

庫
や
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
な
ど
電

源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に

差
し
込
ん
だ
ま
ま
長
年
使
い

続
け
て
い
る
家
電
製
品
は
注

意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
タ
コ

足
配
線
の
よ
う
に
過
剰
な
配

線
を
し
て
い
る
場
合
も
火
災

を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な

り
ま
す
。
コ
ン
セ
ン
ト
周
り
の

整
理
・
整
頓
を
心
が
け
、
使
わ

な
い
コ
ン
セ
ン
ト
は
抜
い
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
消
防
業
務
に
対
し
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
赤
井
川
村
か
ら
の

1
１
９
番
通
報
（
固
定
電
話
・

Ｉ
Ｐ
電
話
）
は
、
赤
井
川
消
防

で
入
電
し
て
い
ま
す
が
、
令

和
５
年
12
月
14
日
か
ら
携
帯
電

話
で
の
１
１
９
番
通
報
と
同
様

に
、
余
市
消
防
で
入
電
と
な
り

ま
す
。

　

通
報
場
所
が
赤
井
川
村
と
判

明
し
た
時
点
で
、
赤
井
川
消
防

へ
電
話
が
転
送
と
な
り
ま
す

の
で
、
落
ち
着
い
て
赤
井
川
村

か
ら
通
報
し
て
い
る
こ
と
を

伝
え
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
緊
急
通
報
は
赤
井
川

消
防
の
一
般
回
線
で
は
な
く
、

１
１
９
番
に
よ
り
通
報
下
さ

い
ま
す
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
赤
井
川
消
防
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。

　

今
後
も
村
民
の
皆
様
に
対
し

ま
し
て
、
安
心
安
全
に
対
応
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
北
後
志
消
防
組
合
赤
井
川
支
署

　
℡
０
１
３
５

－

３
４

－

６
０
３
３

■「
な
に
で
来
た
？
」乾
杯
前

　

の
合
い
言
葉

○
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪

　

飲
酒
は
安
全
運
転
に
必
要
な

情
報
処
理
能
力
、
注
意
力
、
判

断
能
力
を
低
下
さ
せ
、
運
転
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
重
大

事
故
に
繋
が
る
危
険
性
を
高
め

ま
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
が｢

飲
酒

運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
、
見
逃
さ
な
い｣

こ

と
を
強
く
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
は
、運
転
者
以
外

　

も
処
罰
の
対
象

　

車
を
運
転
す
る
恐
れ
の
あ

る
人
に
お
酒
を
提
供
し
た
り
、

お
酒
を
飲
ん
で
い
る
人
に
車

を
提
供
し
た
り
、
飲
酒
運
転
の

車
に
同
乗
し
た
場
合
は
、
飲
酒

運
転
と
同
様
に
処
罰
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

○｢
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」

　

で
飲
酒
運
転
を
防
止

　

仲
間
と
車
で
飲
食
店
に
行
く

場
合
、
あ
ら
か
じ
め
お
酒
を

飲
ま
な
い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー

パ
ー
）
を
決
め
、
そ
の
人
が
仲

間
を
自
宅
ま
で
送
り
届
け
ま

し
ょ
う
。

○
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
、

　

登
山
計
画
書
を
提
出
し
ま
し

　

ょ
う

○
単
独
で
の
登
山
は
避
け
ま
し

　

ょ
う

○
万
全
の
装
備
と
余
裕
あ
る
食

　

料
等
を
準
備
し
ま
し
ょ
う 

○
携
帯
電
話
を
持
ち
ま
し
ょ
う

○
気
象
情
報
の
確
認
を
し
ま
し

　

ょ
う

○
慎
重
な
行
動
を
心
が
け
ま
し

　

ょ
う

○
ス
キ
ー
場
の
標
識
や
注
意
事

　

項
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

＋
１
や
＋
44
な
ど
か
ら
始

ま
る
番
号
は
国
際
電
話
番
号
で
、

こ
の
よ
う
な
番
号
を
使
っ
た

特
殊
詐
欺
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

余
市
警
察
署
だ
よ
り

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取
扱

い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

飲
酒
運
転
の
根
絶

国
際
電
話
番
号
に
よ
る

特
殊
詐
欺
が
急
増
中

電
気
火
災
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

赤
井
川
村
の
１
１
９
番

通
報
入
電
場
所
変
更

冬
山
の
遭
難
防
止
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◆北後志消防組合の財政状況（令和５年度上半期予算執行状況）
１　令和５年度上半期（４月～９月）の予算の執行状況
 令和５年９月30日現在（単位：千円）

歳　入 歳　出
科　目 予算額 収入額 収入率 科　目 予算額 支出額 執行率

１ 分 担 金 及 び
負 担 金 1,3４４,92４ 627,77４ ４6.7% １ 議 会 費 ４95 208 ４2.0%

２ 使 用 料 及 び
手 数 料 78 231 296.2% ２ 総 務 費 165,586 116,360 70.3%

３ 繰 越 金 7４,5４1 7４,5４1 100.0% ３ 消 防 費 1,2４1,669 ４71,5４1 38.0%

４ 諸 収 入 5,876 109 1.9% ４ 公 債 費 ４４,639 22,332 50.0%

５ 組 合 債 3,200 0 0.0% ５ 予 備 費 380 0 0.0%

６ 国 庫 支 出 金 2４,150 0 0.0%

歳入合計 1,４52,769 702,655 ４8.４% 歳出合計 1,４52,769 610,４４1 ４2.0%

３　地方債の借入状況 （単位：千円）

区　分  借 入 額

借　入　先

償還済額 現在
未償還額

財 務 省
財 政
融資資金

地方公共
団 体
金融機構

か ん ぽ
生命保険

全国自治
協 会

共 済
連 合 会 共済組合 北 海 道

信用金庫
備荒資金
組 合

本　部 86,４00 0 0 0 0 0 0 0 86,４00 59,４00 27,000
余　市 201,100 0 0 0 0 0 0 0 201,100 97,４79 103,621
古　平 28,600 0 0 0 0 0 0 0 28,600 20,263 8,337
積　丹 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
仁　木 233,500 19４,100 0 0 0 0 0 0 39,４00 180,４91 53,009
赤井川 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合　計 5４9,600 19４,100 0 0 0 0 0 0 355,500 357,633 191,967

２　財産の現在高
　消防組合が管理する行政財産　（1）土地　1,954.86㎡、建物　6,781.18㎡

◇
所
管
事
務
調
査
現
地
確
認

　（
11
月
１
日
）

　
カ
ル
デ
ラ
温
泉
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
設
備
導
入
工
事
他
３
件
に

つ
い
て
、
議
会
議
員
の
ほ
か
、

馬
場
村
長
を
始
め
担
当
職
員
と

所
管
事
務
調
査
の
現
地
確
認
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
行
わ
れ

て
い
る
カ
ル
デ
ラ
温
泉
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
設
備
導
入
工
事
で
は

現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
工

程
を
、
み
や
こ
公
園
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
の
芝
状
況
で
は
深
井
戸

を
設
置
し
た
あ
と
の
グ
リ
ー
ン

状
況
を
、
都
地
区
に
て
新
幹
線

ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
土
の
盛
土
状

況
を
、
最
後
に
常
盤
地
区
の
山

村
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
施
設

改
修
状
況
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し

て
き
ま
し
た
。

◇
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
勉
強
会
の

　
開
催

　（
11
月
10
日
）

　

11
月
10
日
（
金
）
議
会
活
性

化
特
別
委
員
会
主
催
に
よ
る
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
勉
強
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
勉
強
会
に
は

議
会
対
応
し
て
い
る
村
職
員
も

合
同
参
加
し
、
メ
ー
カ
ー
協
力

の
も
と
実
際
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
た
操
作
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

現
在
議
会
で
は
定
例
会
等
の

際
に
膨
大
な
紙
資
料
が
配
付
さ

れ
、
ま
た
そ
の
資
料
も
数
年
は

保
管
が
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
紙
資
源
の

節
約
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
会

議
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
閲
覧
な
ど

が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

赤井川村
議会からの
お知らせ

勉強会の様子
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INFORMATION

INFORMATIONお知らせ
伝言板

◆
開
催
月
日
／
10
月
27
日

◆
会
議
案
件

◇
賃
貸
借
契
約
等
の
解
除
に
つ
い
て

◇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決

　

定
に
つ
い
て

◇
農
作
物
作
況
調
査
の
実
施
に

　

つ
い
て

　

10
月
27
日
（
金
）、
今
年
の
農

作
物
の
作
況
を
調
査
す
る
た
め
、

農
業
委
員
会
主
催
の
作
況
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
で
の
新
た
な
遊
休
農
地

の
発
生
や
、
農
地
が
適
切
に
利

用
さ
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
農
地
利
用
状

況
調
査
）
も
兼
ね
て
行
わ
れ
、
馬

場
村
長
を
は
じ
め
、
農
協
、
普

及
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
村
内
の

水
田
や
畑
の
巡
回
を
行
い
、
作

物
の
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
本
年
度
は
連

日
の
猛
暑
に
よ
り
農
作
物
の
生

育
や
収
穫
に
影
響
が
あ
り
、
平

年
よ
り
3
～
5
割
減
少
し
た
作

物
が
見
ら
れ
る
状
況
で
し
た
。

　

来
年
度
も
猛
暑
や
台
風
等
の

影
響
は
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
収

量
・
品
質
等
が
少
し
で
も
回
復

へ
向
か
う
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ

て
い
ま
す
。

◇
農
業
者
年
金
で
老
後
の
生

　

活
を
安
心
サ
ポ
ー
ト

○
農
業
者
な
ら
広
く
加
入
で

　

き
る

　

加
入
資
格
は
、
①
年
間
60
日

農
業
に
従
事
す
る
②
国
民
年
金

の
第
１
号
被
保
険
者
（
保
険
料

納
付
免
除
者
を
除
く
）
で
20
歳

以
上
60
未
満
の
方

○
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型

　

で
少
子
高
齢
化
に
強
い

　

加
入
者
の
積
み
立
て
た
保
険

料
と
そ
の
運
用
益
を
合
わ
せ
た

額
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
事
後
的
に
決
ま
る
積
立
方

式
・
確
定
拠
出
型
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
加
入
者
・
受
給
者
数

の
増
減
に
左
右
さ
れ
な
い
、
安

定
し
た
制
度
で
す
。

○
通
常
加
入
の
場
合
、
保
険
料

　

の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
る

　

月
額
２
万
円
（
35
歳
未
満
で

政
策
支
援
加
入
の
対
象
と
な
ら

な
い
方
は
１
万
円
）
か
ら
６
万

７
千
円
ま
で
千
円
単
位
で
選
択

で
き
ま
す
。

○
終
身
年
金
で
80
歳
前
に
亡

　

く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、

　

死
亡
一
時
金
を
遺
族
の
方

　

に
支
給

　

年
金
は
生
涯
受
給
で
き
ま
す
。

仮
に
加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳

前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、

80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
は
ず
で

あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
の
額

の
現
在
価
値
に
相
当
す
る
額
が

ご
遺
族
に
死
亡
一
時
金
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

○
税
制
面
の
優
遇
措
置
が
大

　

き
い

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額（
最

高
額
１
人
当
た
り
80
万
４
千
円
）

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
の
節

税
に
な
り
ま
す
。

○
政
策
支
援
加
入
な
ら
、
保

　

険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
る

　

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
意

欲
あ
る
担
い
手
は
保
険
料
の
２

割
、
３
割
、
５
割
の
い
ず
れ
か

の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
国

庫
補
助
を
受
け
る
場
合
の
保
険

料
は
月
２
万
円
に
固
定
さ
れ
ま
す
。

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

◇
受
付
件
数 

売
買
希
望　

９
件

 

買
受
希
望　

２
件

 

（
令
和
５
年
11
月
14
日
現
在
）

　

こ
の
条
例
は
、
水
資
源
の
保

全
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に

推
進
し
、
本
道
の
豊
か
な
水
資

源
が
も
た
ら
す
恩
恵
を
現
在
と

将
来
の
世
代
が
享
受
で
き
る
よ

う
、
道
民
の
総
意
と
し
て
制
定

し
た
も
の
で
あ
り
、
水
資
源
保

全
地
域
に
指
定
さ
れ
た
区
域
内

で
土
地
取
引
行
為
を
行
う
場
合

は
、
土
地
の
権
利
者
は
、
契
約

締
結
の
３
か
月
前
ま
で
に
知
事

へ
届
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
先
は
、
土
地
の
所
在
す

る
北
海
道
総
合
振
興
局
・
振
興

局
で
す
。

　

ま
た
、
指
定
地
域
は
、
地
域

を
管
轄
す
る
道
総
合
振
興
局
・

振
興
局
、
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

◇
北
海
道
水
資
源
の
保
全
に
関

　

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

https://w
w

w
.pref.hokkaido.

　

lg.jp/ss/stt/m
izusigen/

　

m
izusigen.htm

l

　

平
年
と
同
様
に
曇
り
や
雪
ま

た
は
雨
の
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

◇
気
温

－

高
40
％
・
平
30
％
・

　

低
30
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
４
回

お

知

ら

せ

北
海
道
水
資
源
の
保
全
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

12
月
の
気
象
情
報
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お知らせ伝言板

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇ 

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇ 

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇ 

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月
14

日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※ 

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※ 

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇ 

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2023.10.17 0.065 くもり
10.20 0.065 雨
10.2４ 0.051 くもり
10.27 0.056 晴れ
10.31 0.051 晴れ
11.3 0.050 くもり
11.7 0.055 雨

11.10 0.060 くもり
11.1４ 0.051 くもり

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

　「ゼロカーボンシティ」とは「２０５０年にCO2（二酸化炭素）の排出量を実質ゼロにすることを目指す旨を首長自
らが又は地方自治体として公表された地方自治体」です。現在では北海道と道内１４０の自治体がこの宣言をして
います。
　赤井川村でも令和５年５月22日にこの宣言を表明し、役場では現在、脱炭素化に向けて温泉熱や地中熱を利用
した省エネルギーの活用を調査、検討しております。しかし、この宣言は役場や公共施設だけではなく、赤井川村
全体の脱炭素化を目指すものとなっております。北海道は寒冷地域ということもあり、暖房の使用量が全国の値と
比較しても多いことから、家庭からのCO2排出量が多くなっています。ゼロカーボンシティを達成するためには村
民の皆様のご理解、ご協力が極めて重要となっております。皆様も日々の生活に「エコ」を取り入れてみてはいかが
でしょうか。

  「ゼロカーボン」ってなあに？　
　 第13回　ゼロカーボンシティ宣言について

参考　北海道庁ホームページ

ゼロカーボンセティ宣言をした道内市町村マップゼロカーボンセティ宣言をした道内市町村一覧

※「ゼロカーボン」ってなあに？のコーナーは第
　13回をもちまして、終了とさせていただきま
　す。このコーナーを読んでいただいた方がゼ
　ロカーボンや地球温暖化問題に少しでも興味
　を持っていただけたなら幸いです。

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０
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INFORMATION

住
民
の
ま
ど

〈
10
月
15
日
～
11
月
14
日
届
出
〉

こ
の
期
間
に
戸
籍
の
届
出
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

指
定
寄
附
金
（
村
内
小
中
学
校
教

育
備
品
購
入
費
）
と
し
て
30
万
円

中
山
建
設
株
式
会
社　

代
表
取

締
役　

中
山　

善
彦　

様

　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

 

〈
10
月
15
日
～
11
月
14
日
〉

（
10
月
）

15
日
◇
北
部
方
面
隊
創
部
71
周

　
　
　

年
記
念
行
事
／
札
幌
市

16
日
◇
臨
時
議
会
／
字
赤
井
川

18
日
◇
石
狩
森
林
管
理
署
長
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
入
札
／
字
赤
井
川

19
日
◇
原
子
力
安
全
対
策
課
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
警
察
友
の
会
／
余
市
町

20
日
◇
北
海
道
電
力
常
務
外
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

21
日
◇
都
小
学
校
学
習
発
表
会

　
　
　

／
字
都

22
日
◇
赤
井
川
小
学
校
学
習
発

　
　
　

表
会
／
字
赤
井
川

23
日
◇
福
島
県
会
津
耶
麻
郡
町

　
　
　

村
会
視
察
来
庁
／
字
赤

　
　
　

井
川
／
～
24
日

　
　

◇
北
海
道
雪
対
策
協
議
会

　
　
　

令
和
５
年
度
定
期
総
会

　
　
　

／
札
幌
市

25
日
◇
北
海
道
原
子
力
防
災
訓

　
　
　

練
／
字
赤
井
川

　
　

◇
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

　
　
　

理
広
域
連
合
議
会
第
２

　
　
　

回
定
例
会
／
小
樽
市

　
　

◇
北
し
り
べ
し
定
住
自
立

　
　
　

圏
関
係
首
長
会
議
／
小

　
　
　

樽
市

26
日
◇
北
海
道
町
村
会
政
策
懇

　
　
　

談
会
／
札
幌
市
／
～
27
日

27
日
◇
農
業
委
員
会
作
況
調
査

　
　
　

／
村
内

　
　

◇
消
防
団
関
係
者
叙
勲
祝

　
　
　

賀
会
／
余
市
町

28
日
◇
自
民
党
北
海
道
政
経
セ

　
　
　

ミ
ナ
ー
／
札
幌
市

30
日
◇
森
林
空
間
総
合
利
用
地

　
　
　

域
運
営
協
議
会
／
字
常
盤

　
　

◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
打
合
せ

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
キ
ロ
ロ
ク
ラ
ブ
メ
ッ
ド

　
　
　

職
員
来
庁
／
字
赤
井
川

31
日
◇
後
志
教
育
セ
ン
タ
ー
議

　
　
　

会
第
２
回
定
例
会
／
倶

　
　
　

知
安
町

　
　

◇
国
有
林
野
市
町
村
長
有

　
　
　

志
協
議
会
／
岩
見
沢
市

　
　

◇
教
育
委
員
歓
送
迎
会
／

　
　
　

余
市
町

（
11
月
）

１
日
◇
決
算
特
別
委
員
会
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
地
区
別
懇
談
会（
中
央
・

　
　
　

母
沢
地
区
）／
字
赤
井
川

２
日
◇
北
海
道
新
幹
線
建
設
促

　
　
　

進
後
志
・
小
樽
期
成
会

　
　
　

要
望
会
／
小
樽
市
・
札

　
　
　

幌
市

　
　

◇
北
海
道
横
断
自
動
車
道

　
　
　

黒
松
内
・
小
樽
建
設
促

　
　
　

進
期
成
会
要
望
会
／
小

　
　
　

樽
市
・
札
幌
市

　
　

◇
地
区
別
懇
談
会（
共
栄
・

　
　
　

富
田
・
旭
丘
地
区
）／

　
　
　

字
赤
井
川

３
日
◇
教
育
関
係
者
懇
談
会
／

　
　
　

余
市
町

６
日
◇
後
志
広
域
連
合
会
議
／

　
　
　

倶
知
安
町

　
　

◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
地
区
別
懇
談
会
（
池
田

　
　
　

地
区
）／
字
赤
井
川

７
日
◇
上
京
／
東
京
都
／
～
９
日

８
日
◇
安
全
・
安
心
な
道
づ
く

　
　
　

り
を
求
め
る
全
国
大
会

　
　
　

／
東
京
都

９
日
◇
治
水
事
業
促
進
全
国
大

　
　
　

会
／
東
京
都

10
日
◇
社
会
福
祉
委
員
・
民
生

　
　
　

委
員
辞
令
交
付
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
新
規
就
農
者
受
入
れ
に

　
　
　

係
る
意
見
交
換
会
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
地
区
別
懇
談
会
（
都
・

　
　
　

曲
川
地
区
）／
字
都

13
日
◇
上
京
／
東
京
都
／
～
17
日

　
　

◇
全
国
過
疎
地
域
連
盟
定

　
　
　

期
総
会
・
要
望
活
動
／

　
　
　

東
京
都

14
日
◇
町
村
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
　
　

研
修
報
告
会
／
東
京
都

　
　

◇
中
村
衆
議
院
議
員
と
の

　
　
　

懇
談
会
／
東
京
都

３
日
◇
土
木
業
務
検
定

　
　

◇
落
合
ダ
ム
小
水
力
発
電

　
　
　

に
係
る
打
合
せ

４
日
◇
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式

　
　

◇
赤
井
川
村
宿
泊
税
に
関

　
　
　

す
る
協
議
会

５
日
◇
造
林
事
業
検
討
会

６
日
◇
水
道
下
水
道
検
定

　
　

◇
土
木
工
事
検
定

11
日
◇
大
豊
町
議
会
行
政
視
察

16
日
◇
議
会
臨
時
会

17
日
◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

　
　

◇
農
業
委
員
会

18
日
◇
第
２
回
学
校
運
営
協
議
会

　
　

◇
ウ
ガ
ン
ダ
国
行
政
官
視
察

19
日
◇
土
木
工
事
検
定

24
日
◇
会
津
耶
麻
郡
町
村
会
視
察

25
日
◇
赤
井
川
村
立
小
学
校
適

　
　
　

正
配
置
検
討
委
員
会

27
日
◇
農
業
委
員
会
総
会
及
び

　
　
　

作
況
調
査

31
日
◇
教
育
委
員
会
議

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９５２ １４８ １，１００ ±０

男 ４８３ ９９ ５８２ ＋２

女 ４６９ ４９ ５１８ －２

世帯数 ４９９ １３９ ６４２ ＋２

※令和５年10月31日現在

■今月の表紙
　今月の表紙は都小学校の学習発表会で
す。大きなカブの劇に保護者も参加し、一
緒にカブを引っ張っている場面です。劇に
保護者も参加できるのは画期的で素晴らし
い取り組みだと感じました。

む
ら
の
日
誌（
10
月
）



広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。
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赤井川村写真館～赤井川の四季～

赤井川小学校学習発表会
撮影：総務課企画地域振興係　場所：赤井川小学校　撮影日：2023年10月22日

　※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
　う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいません
　が、2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報
　担当及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

■早いもので、今年最後の月となってしまいました。12月といえば
みんなが大好きなクリスマスがあります。ケーキを食べたり、プレ
ゼントをもらったり、とても楽しいイベントです。クリスマスによ
く「メリークリスマス」という言葉を聞きますよね。メリー（Merry)
には「陽気な」、「楽しい」といった意味があり、「楽しいクリスマ
スを過ごそう」という明るい挨拶となっているそうです。みなさん
少し早いですが、「メリークリスマス」。（B）


